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Ⅰ　基本情報

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 北区市民部地域振興課（757-2407）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成10年1月19日 延床面積

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

名称

募集方法

札幌市拓北・あいの里地区センター 所在地 札幌市北区あいの里1条6丁目1-1

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

指定単位

たくあいふれあいセンター（札幌市拓北・あいの里地区センター運営委員会・社会福祉法人札幌協働福祉会）

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,297.79㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進
に寄与する。

（1階）図書室・多目的ホール・和室・実習室　（2階）集会室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営さ
れることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンター
の管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が
築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄
与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立
された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わ
りを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行
われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

業務の範囲

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

施設数：１施設
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Ⅱ　令和元年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■基本方針を適
切に策定し、公
正・公平な施設運
営に取り組んでい
ると認められるこ
とから、要求水準
を達成している。

▼まちづくりの取り組みを推進する
施設の使用承認業務や維持管理業務ばかりではなく、
まちづくり活動に積極的に関わり、まちづくり活動の一
助になるよう努めた。

▼地域の中心拠点としての役割を果たす
当館の情報発信はもちろん、地域のあらゆる情報やご
意見・ご要望等を関係各所に伝えた。

▶講座や地域交流
事業は、幅広い年
齢層の方々が参
加できるよう内容
も開催時期も考慮
した。憩いの場施
設活用事業の回
数を倍増したこと
により、利用者も
増えた。

▶図書室でも業務
日誌を活用し、利
用者の情報やそ
の日起きた出来
事などを共有し、
職員が替わっても
同等のサービス
ができるよう心掛
けた。

指定管理者
の自己評価

（１）統括管
理業務

1　業務の要求水準達成度

▽　管理運営に係る基本方針の策定

地域住民のコミュニティ活動・生涯学習の普及振興等を
目的とし、3つの基本方針を策定した。

▼地域住民から親しまれる地区センターを目指す
利用者の立場になって、親切丁寧なサービスを心掛け
た。また地域住民に対し多様な学習機会の提供に努
め、学びを通した交流を積極的に支援した。

▶窓口や電話応
対等は利用者
の立場にたち、
適度に礼節をわ
きまえてコミュニ
ケーションを取
ることを心掛け
た結果当館利用
に繋がり、利用
率は平均64％と
なった。

所管局の評価項　目 実施状況
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住民の福祉の増進を目的としたコミュニティ施設として
の管理・運営には、公平・公正であることが重要である
と判断し、下記の方針を策定した。

▼施設使用承認は公平・公正に行った。

▼講座等の申し込みは、全ての申込者が不公平になら
いないよう抽選とした。

▼館内掲示も利用基準を明確にし、適合したものを適
正に掲示した。

▼障害を持つ方にも利用しやすいよう配慮した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

■策定した方針や
関係規程等に基
づき、適正に取り
組んでいると認め
られる。

■エネルギー使
用量の節約やご
み減量、リサイク
ル等に積極的に
取り組んでおり、
要求水準を達成し
ている。

▶貸室は公開抽選
としている。また、
多くの方が利用で
きるよう空室状況
を適宜知らせ、利
用に繋げた。

▶講座等の申し込
みが定員を超える
人数となった場合
は、講師に定員を
増やしてもらう等
し、一人でも多く
の方が受講できる
よう配慮した。結
果、講座受講者
数は336名となっ
た。

▶車椅子の利用、
筆談による接客を
行い、ご不便のな
いよう心掛けた。
また冬期間は点
字ブロックが雪に
埋もれてしまった
り、館内が滑りや
すくならないよう
管理に尽力した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▶館内の照明を積
極的にLEDに交
換。館内巡回の
際、節電・節水を
心掛け、使用量を
抑えるよう努力し
た。職員は冷暖房
に頼り過ぎず、服
装で体温調整す
るようにした。

▶事務消耗品は環
境に配慮された物
を使用。書損用紙
は裏面を再利用し
た。

▶館内で使用する
洗剤等は環境に
優しいものを選
び、さらに詰め替
え用を使用した。

職員一人一人が地球温暖化防止を意識し、出来るとこ
ろから地球温暖化防止の取り組みを進めた。

▼職員はもちろん、利用者にも、節電・節水にご協力頂
き、光熱水費の削減に努めた。

▼ペットボトルは飲料メーカーに回収して貰い、ペットボ
トルの再生利用に協力した。

▼エコ製品・リサイクル製品を積極的に利用した。

▼古紙回収ボックスを配置し、市民サービスの向上と
資源回収事業への協力を行った。

▼札幌市ごみ減量課推進の廃油回収ボックスを設置
し、回収に協力した。
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

■管理運営業務
を適切に行い得る
組織が整備され、
従事者が適切に
確保・配置されて
おり、要求水準を
達成している。

■職員間の情報
共有や意識向上
の取組が十分なさ
れており、要求水
準を達成してい
る。

▼管理水準の維持向上に向け、定例職員ミーティング
を行い、業務を見直す機会を持つようにした。ミーティン
グでは正規職員だけでなく、非正規職員も参加し、色々
な側面から意見交換をした。その結果、憩いの場施設
活用事業の一環として、親子向け・子ども向けの開放を
実施し、また利用者の利便性のために多目的ホールに
シートを敷き詰め、土足でも利用できるようにした等、職
員間で考えた新しい取り組みを行い、利用者に大変好
評であった。

▶定例職員ミー
ティングには、正
規職員だけでな
く、非正規職員も
参加し、各職員が
意見の出しやす
い雰囲気づくりを
意識して開催。ど
の立場でも意見を
出し合え、利用者
のニーズを理解で
き、すぐに対応す
ることが出来た。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者
の確保・配置、人材育成）

▶幅広い年齢層の
職員を雇用してお
り、職員それぞれ
のスキルやワーク
ライフバランスに
合わせた業務内
容・配置を定め
た。スキルによっ
て業務内容が違う
ので多少業務量
のばらつきがある
ものの従事者の
確保は出来た。

▶これまでは、職
員のスキルアップ
のため、積極的に
研修に参加してき
たが、フィードバッ
ク研修が新型コロ
ナウィルス感染拡
大予防の為中止
となり、参加研修
数が減少した。

▼管理運営体制は地域住民等で構成されている「札幌
市拓北・あいの里地区センター運営委員会」を組織と
し、管理運営を行っている。

▼4月、札幌市職員OBを1名雇用

▼館長以下15名の職員を雇用

▼業務分担を明確化し、適正な事務執行と責任体制の
確立を図った。また、緊急時の連絡系統も作成した。

▼職員研修は研修計画通りには業務の都合上、一部
参加できなかった。研修については参加した職員に研
修報告書を提出させ、他の職員とも研修内容を共有す
るようにした。
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▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受
託者への適切監督、履行確認）

開催回

＜協議会メンバー＞

・第22回文化フェスタ

・第22回文化フェスタ実施報告
・苦情処理委員会の設置
・規程改正

・令和元年度決算見込
・令和2年度の講座・地域交流事業計画
・令和2年度収支予算
・令和2年4月以降の「地域の憩いの場づ
くり施設活用事業」の実施

▼毎月行われる月次決算によりBS/PLを作成し、その
資料を参考に翌月以降の収支計画を立案するなど管
理を行っている。

▼現預金等は月次決算を行い、複数の職員で確認し
た。

▶全ての委託業務
において、仕様書
通り適正に履行さ
れていた。

▶利用者の安全安
心かつ快適に利
用できるよう、巡
回による設備確
認を行っている。
また、委託業者と
連携を取り、部品
等の交換や予測
される故障個所を
提示してもらって
いる。

第２回
令和元年9月4日

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

第３回
令和元年12月17日

■適正に管理され
ていると認められ
る。

■運営協議会が
所定の回数開催
されており、要求
水準を達成してい
る。

■財務関係書類
を検査した結果、
適正に管理されて
いると認められる
ことから、要求水
準を達成してい
る。

協議・報告内容

・平成30年度事業実施状況
・平成30年度予算執行状況
・平成30年度会計監査報告
・令和元年度事業計画
・令和元年度運営費収支予算

第１回
令和元年6月26日

▼札幌市が認める第三者委託業務に関しては、仕様書
通り実施した。保守点検後は業務完了報告書を提出し
てもらい、履行確認した。

＜第三者委託業務＞
　①清掃業務
　②警備業務
　③エレベーター保全業務
　④自動ドア保全業務
　⑤消防設備保全業務
　⑥外構緑地管理業務
　⑦除排雪業務
　⑧舞台装置保全業務
　⑨建築基準法定期点検業務
　⑩ボイラ保全業務
　⑪自家用電気工作物保安管理業務

▶運営協議会は、
仕様書の規定に
基づき4回行う予
定であったが、第
4回目が新型コロ
ナウィルス感染拡
大予防のため書
面開催となった。

▶運営協議会では
施設利用環境の
維持向上に向け
た協議を行った。

▶決算時に運営委
員会監査委員に
よって適正な処理
が行われている
かを監査してい
る。

第４回
令和2年2月28日
（新型コロナウィルス
感染症拡大防止の為

書面開催）

・拓北あいの里連合町内会副会長
・北区市民部地域振興課長
・拓北あいの里まちづくりセンター所長
・北区市民部地域振興課活動係長
・あいの里東中学校長
・札幌協働福祉会常務理事
・拓北パレス町内会長
・保護司会拓北・あいの里分区長
・地区子ども会育成連絡協議会長
・更生保護委員会女性会拓北分区
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリング
の実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実
施）

▽　要望・苦情対応

▼利用者アンケート結果は令和2年4月13日～5月12日
まで館内に掲示した。

▼職員用に業務日誌を作成し、情報共有を行った。

▼講座・交流事業後にはアンケートを取り、実施結果の
分析と参加者の意見を次期事業計画に活かしている。

▶実施結果につい
ては、次期事業計
画を立案する際に
役立てている。

▼運営委員会会長・副会長・事務局長・館長で苦情処
理委員会を発足し、ご意見箱・電話・窓口・札幌市など
に寄せられた苦情・意見・要望について協議した。

■管理業務の計
画書に定める「苦
情処理委員会」が
今年度から設置さ
れたことにより、苦
情に対して一層真
摯に対応するとと
もに、今後の業務
改善となるよう期
待する。

■アンケートの実
施等により、適切
にセルフモニタリ
ングが実施されて
いると認められ
る。
施設活用事業の
計画変更につい
て、仕様書に定め
られた札幌市へ
の事前協議がなさ
れなかったため、
今後の管理運営
においては十分に
留意すること。

▼施設で働く職員に対し、最低賃金861円（令和元年10
月3日発行）以上の時給を支給した。

▼施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及び
深夜業をさせた場合、法定通りの割増賃金を支払っ
た。

▼10月に就業規則・給与規程の改正を行い、労働基準
監督署に届け出た。

▼施設で働く職員に、時間外労働又は休日労働させる
場合は、書面による労使協定（36協定）により必要な定
めをし、労働基準監督署に届け出た。

▼全ての職員を労災保険に、条件を満たす職員を雇用
保険に加入させた。

▼職員の勤務形態、家族状況等に応じて厚生年金保
険・健康保険に適切に加入させた。また、必要に応じて
適切に届出等を行った。

▼1年に1回、定期健康診断を実施した。

▼労働基準監督署から行政指導を受けなかった。

▼常勤職員は、福利厚生と退職金共済の充実を図るた
め、札幌市中小企業共済の加入を継続した。

▶適正な取り扱い
を行い、労働関係
法を遵守した。

▶今後はさらに積
極的にワークライ
フバランスの実現
に取り組みたい。

▶今後も寄せられ
た要望等に誠意
をもって対応した
い。

■法令が遵守さ
れ、職員の良好な
雇用環境が確保
されていると認め
られる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▶自衛消防訓練は
10月と3月に行う
予定であったが、
3月は新型コロナ
ウィルス感染拡大
防止の為、延期と
した。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、
備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▶利用者の安全確
保、施設設備の
管理等について
は速やかに対応
し、利用者に不便
のないように心が
けた。

▼利用者の安全については、毎日複数回行う館内巡回
にて設備点検等を行うことにより確保している。

▼拾得物取り扱いについては、事務所前のケース内に
期限を区切って保管している。拾得物処理簿を常備し、
金品は警察に届けている。

▼緊急連絡網を整備し、連絡体制を確保した。

▼損害賠償保険は仕様に適合したものに加入した。

▶利用者、近隣住
民、歩行者及び職
員の安全確保に
努めた。

▼各委託業者とも仕様書に基づき適切に管理・保守を
実施した。

▼館内清掃の状況について、利用者アンケートの評価
が高かった。

▼老朽化が進み、設備の修繕回数が増加しているが、
利用者にご不便のないよう速やかに修繕を行った。
　・LED取替工事
　・多目的ホール窓枠取替工事
　・和室畳替え
　・図書室扉修理
　・舞台開閉装置ワイヤ交換
　・暖房ボイラモーター工事
　・集会室スライディングウォール修理
　・ロビー連結椅子架台修理
　・その他

▼備品は軽微な故障であれば可能な限り職員が修理
を行い、それ以外は更新した。

▼駐車場は利用者数によって大変込み合う場合もある
ので、職員が駐車場の誘導を行った。

▼冬期間は転倒防止のため、除雪のほかに敷地内に
砂まきをした。

▼外構緑地・除排雪は委託業者に委託しているが、利
用者が快適に当センターを利用できるよう、職員も随時
雑草とり・ゴミ拾い・除雪等を行った。

▽防災

　▼10月に行われた職員打ち合わせに併せて防災訓練を
　実施した。

　▼施設内巡回、避難経路確保、誘導灯点検及び非常階段の
除雪等を実施した。

■連絡体制が確
立し、利用者等の
安全確保が適切
になされているこ
とに加え、必要に
応じて適切に保険
に加入しており、
要求水準を達成し
ている。

■施設・設備・備
品等の維持管理
が適切になされて
おり、要求水準を
達成している。

■適切な取組が
行われており、要
求水準を達成して
いる。

7
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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▶講座のアンケー
ト集計結果では、
参加者の満足度
はおおむね高
かった。今年度の
講座のうちバラン
スボール、こども
将棋、ボイスト
レーニング、太極
拳はサークル化
が決まり活動を続
けている。社交ダ
ンス講座参加者
が既存のサーク
ルに加入をしサー
クルの活性化にも
つながった。今後
も地域住民の興
味やニーズに合っ
た講座を計画・実
施できるようにし
たい。

▶地域交流事業と
して、幅広い年代
の方々に楽しんで
いただけるように
考えて事業を行っ
た。

▶学園都市である
この地域性を活
かし、地域にある
高校・中学校の生
徒の絵画を多数
集めて展示する
学生芸術展を初
開催した。この開
催期間は多くの方
が来館した。

▶キャンドルナイ
ト・学生芸術展
は、まちづくりセン
ターを訪れる人や
通りを歩いている
人なども楽しんで
おり、人数の把握
は出来なかった
が、大変好評であ
り、来年も継続し
て実施していきた
い。

輪投げ大会 60 75 125.0

学生芸術展 - - -

冬休みおたのしみ会 30 43 143.3

百人一首大会 20 13 65.0

キャンドルナイト - - -

麻雀大会 100 100 100.0

書初め大会 20 21 105.0

囲碁大会 32 28 87.5

ミニバレー大会 48 48 100.0

あいあいハロウィン 200 480 240.0

すこやか健康セミナー 30 29 96.7

文化フェスタ 1,500 1,977 131.8

あいの里おはなし会 120 142 118.3

カラオケ交流会 50 60 120.0

夏休みおたのしみ会 30 12 40.0

84.0

観劇 100 103 103.0

▽　地域住民の交流を目的とした事業に関する業務

事業名 目標人数 参加人数 達成率

夏休みこども映画会 50 42

15 38 95

旅の英会話 10 10 94

10つまみ細工 10 90

菌活料理 10 15 99

ワイン講座

参加人数 満足度(%)

（4）事業の
計画・実施
業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

ふまねっと体操 20 10 90

初心者の太極拳 10 21 87

9メイクセラピー 10 99

67 96

手作り味噌講座

10 18 90

93

講座名 定員

バランスボールヨガ 15 13 83

8 97

グライディングディスク 10

かけっこ教室 80

15 15 90

ボイストレーニング

81

とび箱教室 20 19 94

15 31

社交ダンス教室 10 17 91

スクラッップブッキング 10

10 12

8 92

天然酵母パン

こども将棋教室

10 15 90

相続講座

■各種講座を開
催し、参加者の満
足度がおおむね
高かったことは評
価できる。

■多くの事業で目
標人数を上回る参
加者を集めたこと
は評価できる。今
後も様々な事業を
企画・実施し、多く
の方に来館してい
ただけることを期
待する。

8
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▼図書室の年間開室日数は249日、貸出冊数は82,122

冊、三月末の蔵書数は38,302冊であった。

▼地域の学校との連携の一環として、開放図書館便り

の掲示や図書室の主催のおたのしみ会（3回）に、

あいの里西小学校のボランティアに協力していただき

開催した。さらに、校外学習の一助として、図書室の

見学の受け入れなどを行った。

▼図書室の利用促進を図るため、「おはなしの会　ずく

ぼんじょ」によるこども向けおはなし会（月1回）の開催

や図書室だより「あいぶらりぃ」の発行（年6回）、毎月

テーマ展示等実施した。

▶有料利用のた
め、憩いの場施設
活用事業が中止
になることが多
かった。

▶６月より土曜日
は親子ふれあい
の日、日曜は卓
球とバドミントンを
半面ずつ使用して
頂くように変更し
た。初めは利用者
に戸惑いも見られ
たが、今は定着し
コンスタントに利
用者が来ている。

事業名 回数 人数

冬休みたくあい学びの場 6

子どものための開放 1 31

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業(無料)に関する業務

68

夏休みたくあい学びの場 3 75

親子ふれあいの日 48 227

卓球 44 397

バドミントン 45 358

囲碁・将棋 17 126

▶今年度は、新型
コロナウィルス感
染拡大防止のた
めの休室に伴い、
貸出冊数など利
用実績は大幅な
減少を余儀なくさ
れたが、毎日の丁
寧な業務実行を
積み重ねており、
利用者の大きな
信頼を得ている。
より一層、地域と
の繋がりを大切に
した図書室を目指
したい。

▽　図書室業務

■要求水準を満
たしている。

■利用促進に向
けて様々な取組を
行っていることは
評価できる。

9
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▶新型コロナウィ
ルス感染拡大予
防のため、自粛に
よるキャンセルが
相次ぎ、最終的に
利用件数も稼働
率も減少したが、
日頃時間貸しの
周知を行うなど、
積極的に利用に
繋げるよう取り組
んでいた結果、計
画に近い実績で
あった。

▶講座を計画し、
実施するだけでな
く、講座案内を回
覧するタイミング
等に気を配り、1
人でも多くの方に
受講して頂くよう
心掛けた。

▶今年度初めて
行った登録制の
地域ボランティア
の皆さんは、行事
に積極的に参加
し、地域住民の
方々との交流を深
めていた。次年度
も引き続き登録制
のボランティアを
募るほか、登録制
のご近所先生を
募り、地域の方に
講座講師を依頼
するよう計画して
いる。

集会室B

件数(件) 838 560 804

人数(人） 9,868 9,000 9,414

稼働率(％) 78.2 75.0 75.3

549

件数(件)

52.4

8,000

▽　利用件数等

67.0 67.768.6稼働率(％)

集会室A

731 530

8,047

多目的
ホール

72.7

862

22,681

811

27,217

Ｒ元年度実績

52.1

4,940

570

5,077 5,000 3,952

稼働率(％) 63.0 55.0 53.5

719 570 687

人数(人） 5,415 5,000 4,683

稼働率(％) 63.0 62.0 63.2

件数(件)

和室B

4,383 3,215 4,145

人数(人）

▼拓北・あいの里地区センター便りや講座・交流事業
の案内チラシをPRするために町内会回覧や学校配布
を行い、集客を図った。

▼年齢層別にある程度対象者を絞った新しい講座や地
域交流事業を積極的に企画し、集客を図った。また、登
録制の地域住民ボランティアを募り、地域交流事業で
お手伝いを頂き、地区センターを支えて貰った。

▼地域の諸団体と連携を取り、会議やイベント等大小
関わらず、当センターを利用して頂くよう働きかけた。

52,697

稼働率(％) 66.9 63.5 63.7

▽　利用促進の取組

合計

件数(件)

稼働率(％) 70.0

25,000人数(人）

実習室 4,500

▽　不承認 0件、取消し 0件、減免0 件、還付19 件

4,617

52.0

551件数(件)

和室A

件数(件) 684 570 565

人数(人）

60,564 56,500

稼働率(％)

7,350

件数(件)

人数(人）

727

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響等により、計画
を下回る稼働率と
なった貸室もあっ
たが、引き続き、
利用促進に向け
た取組に期待す
る。

（5）施設利
用に関する
業務

Ｈ30年度実績 Ｒ元年度計画

人数(人）

415

70.3

10
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼施設貸室利用について

Q1：施設の利用頻度

週2回以上

週１回程度

月に2～3回

年に数回

Ｑ2：事務職員の応対（接客態度）

大変良い

普　通

悪　い

調査期間：令和2年3月23日～令和2年3月31日

配布数：55　　回答数：49　　回答数：89％

<図書室利用者>
札幌市中央図書館より配布されるアンケート用紙を使用
し実施。

調査期間：令和2年1月11日～令和2年3月31日

配布数：50　　回答数：45　　回答数：90％

38.8％

0％

32.7％

4.0％

結果
概要

18.4％

44.9％

実施
方法

<貸室利用者>
当館を利用しているサークルの方対象にアンケート調査
を行った。（郵送による回答）

61.2％

▶貸室業務・図書
室業務ともに全体
的に良い評価を
頂くことができた。
今後も利用者の
視点で、親切・丁
寧に対応し、利用
しやすい地区セン
ターを目指し誠心
誠意努めたい。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▶古紙回収ボッ
クスは地域住民
へ認知されてお
り、利用者が多
く、地域住民の
利便性に寄与し
ていると言える。

▼ホームページは常に新しい情報を提供し、地域交流
事業や講座案内、空室状況やその他の情報を発信し
た。

▼情報誌を利用して、回覧の回らない地域の方にも情
報をお知らせした。

▼図書室関係の情報は「あいぶらりぃ」にて広報してい
る。

自動販売機収入　　売上高　90千円
古紙回収収入　　　 売上高　77千円

▼外構緑地の第三者委託は、障がい者施設に委託した。

▼玄関先の除雪については、障がい者施設に発注した。

▼地域商店の活性化の為、いくつかの講座は地域で営業している
お店の方に講師をお願いしたり、地域交流事業などで提供する景
品は地域商店から購入している。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▶高齢者や障がい
者等の利用に配
慮したウェブサイ
トの構築を進め、
より良くしたい。

前回から継続指定のため、引継ぎ業務なし

▽　広報業務

■適切に取組が
行われており、要
求水準を達成して
いる。

■適切に行われ
ていると認められ
る。

■利用者アンケー
トの調査結果は要
求水準を上回るも
のとなっており、評
価できる。アン
ケートの結果を踏
まえ、今後のより
良い施設運営に
生かしていくことを
期待する。

（6）付随業
務

11
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Ｑ3：施設設備状況（清掃等）

大変良い

普　通

悪　い

Ｑ4：施設利用に関するご意見・ご要望

・色々と利用者目線で改善されているように思う。

　これからも因習を打破して下さい。

・いつもきれいで、職員の対応もいい。

・和室の畳が新しくなり室内が明るくなった。

・部屋を取るのが大変。

・室料が少々高いと思う。

・予約取りがわかりづらく大変。

▼図書室業務について

Q1：本の種類・数

満足 13.0％

どちらかといえば満足 45.0％

どちらかといえば不満 42.0％

不満 0％

わからない 0％

Ｑ2：本の探し方や調べものの相談

満足 36.0％

どちらかといえば満足 40.0％

どちらかといえば不満 2.0％

不満 0％

わからない 22.0％

Q3：図書室内の設備（分類・表示等）

満足 40.0％

どちらかといえば満足 49.0％

どちらかといえば不満 9.0％

不満 0％

わからない 2.0％

Ｑ4：図書室職員の応対

満足 65.0％

どちらかといえば満足 33.0％

どちらかといえば不満 2.0％

不満 0％

わからない 0％

Q5:全体的な満足度

満足 40.0％

どちらかといえば満足 47.0％

どちらかといえば不満 11.0％

不満 2.0％

わからない 0.0％

46.9％

51.0％

2.1％

▶職員の応対に対
する不満をゼロに
近づけるため、よ
り一層心のこもっ
た利用者目線の
接遇に努めたい。
資料の充実やレ
ファレンス業務、
設備など要望に
対し、可能な限り
対応していく。

12
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Q6:施設利用に関するご意見・ご感想

・いつも便利に気持ちよく利用させていただ

　いている。

・いつも丁寧に対応していただきとても嬉しい。

・新しく入った本がわかりやすい。

・図書の種類・量的にやや乏しいので充実を希望

　します。

・電子書籍の数や種類をもっと増やしてほしい。

・新しい本が少ない。

・子供向けの本の種類が増えたら嬉しい。

▼貸室・講座関連

＜要望①＞

和式のトイレを洋式に変えて欲しい。

⇒北区役所の担当課へ報告。単独で洋式化の実施

は難しいとの回答でした。

＜要望②＞

「地域の憩いの場づくり施設活用事業」は嬉しい。

バドミントンと卓球を分けて欲しい。

⇒「バドミントンと卓球を分けると片方が中止になる

ことが多く偏りが出ていたことから同条件で利用して

頂けるよう利用方法を変更しました。」と掲示をし

周知しました。

＜要望③＞

更衣室が物置のようになっている。片づけて欲しい。

⇒更衣室に破損した長椅子を置いていたため、撤去

し、使いやすいように改善しました。その旨掲示し

周知しました。

▼図書室関連

＜要望①＞

図書室の開室時間を長くして欲しい。

⇒札幌市中央図書館にご要望として報告しました。

＜要望②＞

図書室で勉強してもいいですか。

⇒「図書室の閲覧席は図書室内の資料の利用の

ため設けられているものですので、図書室資料を

利用しながらの勉強であれば認めております。」

と掲示をし周知しました。

利用者
からの
意見・
要望と
その対
応

▶当センターへの
利用者の意見・要
望については投
書箱を館内に設
置している。
寄せられた投書
については、苦情
処理委員会に報
告し、館内に掲示
をし周知してい
る。

▶「地域の憩いの
場づくり施設活用
事業」の内容につ
いては、基本原則
の有料優先をご
理解いただきつ
つ、今後も検討を
続け、真摯に対応
したい。

▶図書室の意見・
要望については
回答や中央図書
館への報告事項
は迅速に行うよう
努めている。

13
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【参考】 Ｒ元年度決算 内容

指定管理業務による利益還元 1,140 下記のとおり

収入

自主事業収入

（千円）

指定管理費

35,912

利用料金 8,220 7,974 ▲ 246

36,142

37,130 1,200

230 167 ▲ 63

Ｒ元年度決算 差（決算-計画）

325

指定管理業務収入 35,912 36,300 388

634

４　収支状況

26,762 26,762 0

▽　収支

項目 Ｒ元年度計画

指定管理業務支出

支出

740

純利益 0 ▲ 1,553 ▲ 1,553

▽　説明

0

▼利用料金収入や印刷収入は新型コロナウィルス感染拡大予防
の為減収となったが、札幌市より補填もあったので大幅な減収と
いうほどではなく、ほぼ計画通りであった。

▼自主事業収入は、新型コロナウィルス感染拡大予防のため、自
粛要請などにより利用者数が減ったため、減収となった。

▼その他収入　新型コロナウィルス対策に伴う札幌市からの減収
補填額　571,665円含む

▼指定管理業務による利益還元として、図書室蔵書に215千円、
施設修繕に925千円、合計1,140千円を支出した。

▼収支は1,553千円の欠損金が生じた。

930 1,564

自主事業による利益還元 212 150 ▲ 62

法人税等

その他

自主事業支出 18 17

37,113 1,201

740

▶今後も経費の
節減に努め、出
来る限り、利用
者還元に充当し
ていきたい。

36,467

35,930

▲ 1

収入-支出 212 ▲ 663 ▲ 875

■収支は計画を
下回ったが、収入
は計画より増収と
なり、施設の設置
目的の達成に寄
与する利益還元を
行ったことは評価
できる。
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▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例
及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▼利用料金収入等は安定的であったが、経費増を補い切れず収
支が悪化し、初めて欠損金が生じたが、剰余金で賄っている。令
和2年度は経費節減に尽力し、安定経営を目指す。

▼各条令の規定に則り、全て適切に対応した。

▼情報公開申出が　4件あった。

▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

財務状況を考慮
し、長期的に案定
した経営に努めて
いただきたい。
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（別紙１）

Ⅲ　総合評価

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価

▶利用者の立場に立ったサービスに徹し、今後も利用者と職
員の信頼関係を強めていく。

▶魅力的な講座や地域交流事業を行い、より一層の利用者
増加に繋げる。

▶サービスの向上、経費削減など管理水準のさらなる向上を
目指し、地域の方々が気軽に施設を利用できる地域住民の
憩いの場としての機能を果たす。

来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

▼講座・地域交流事業・貸室業務・図書室業務は概
ね計画通りに実施できた。

▼収支については、早い段階で職員間で施設の財務
状況等を共有し、利用率の向上と経費節減に尽力し
た。

▼「ほんの少しのおせっかい」が地域のつながりを強
くすると考え、職員一人ひとりの「ほんの少しのおせっ
かい」が地域住民同士や諸団体の繋がりの一助にな
り、利用者が集まる環境を整えることが出来た。

　施設の設置目的に沿った適切な管理運営が行われ
ている。積極的な施設の利用促進に努めており、利益
還元によって利用者の利便性や快適性の向上に取り
組んでいることは評価できる。引き続き、利用者のニー
ズを把握しながら様々な事業に取り組み、更なる利用
の増加を目指していくことを期待する。

　今後の管理運営において、協定書及び仕様書に定められ
た事項や手続きを遺漏なく実施するよう尽力していただきた
い。
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